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は じ め に

　皆さんは、「民
みんぞくげいのう

俗芸能」という言葉を聞いたことがありますか。「民俗芸能」

とは、地域で生活するなかで、風俗（しきたり）や習慣、信仰（神様や仏様を

信じること）をもとにして伝えられてきた祭りや行事などです。獅
し

子
し

舞
まい

や神
かぐら

楽、

踊
おど

りなど、それぞれ伝わってきたものによって、郷土でどのような願いや祈り

が行われてきたのかがわかります。

　１９５４年以降、全国各地に残されてきた民俗芸能のなかで、歴史があり、

地域の特色をもつものを国の重要無形民俗文化財として守るようになりました。

　岡山県内には、国の重要無形民俗文化財として西大寺の会陽（岡山市）や備

中神楽（高梁市）など４件、県の重要無形民俗文化財として髙田神社獅子舞

（津山市）、加茂大祭（吉備中央町）など３４件が指定され、それぞれ文化財

として大切に守るようにしています。

　このガイドブックでは、岡山県の美作地域（現在の津山市、真庭市、美作市、

新庄村、鏡野町、勝央町、奈義町、西粟倉村、久米南町、美咲町）の無形民俗

文化財を取り上げ、紹介します。このガイドブックを見て、ぜひその地を訪れ

て、祭りや踊りに触れていただければ幸いです。

　また、ここで取り上げた無形民俗文化財

以外でも、地域の歴史文化を物
もの

語
がた

るものが

あります。皆さん自身のおすすめの無形民

俗文化財を見つけたり、参加したりしてみ

てはいかがでしょうか。

無形民俗文化財

…文化財を守る法律（文化財保護法）によると、衣食住や仕事、

信仰やお祭りなどの年中行事などに関する風俗習慣、民俗芸能

や技術、そしてそれに使う衣服や道具、家などで、私たちの生

活の移り変わりを理解するために欠くことができないものと説

明されています。

用語
解説



　このガイドブックでは、美作地域にある、国や県が指定した民俗芸能を紹
しょう

介
かい

しています。読んでみて、実際にその場所を訪
おとず

れていただくのも良いですし、

皆さんの身近で行われているお祭りなどに参加していただけたらとも思います。

　その時には、その民俗芸能がどのような歴史を持っているのか、行われてい

る場所（寺や神社など）の歴史、そして地域の人たちがどうやって受け継ぎ伝

えてきているのかといったことを、図書館（室）の本やインターネットなどを

使って調べてみてください。

　きっと、その民俗芸能を守り、伝えてきた人々の思いや願いも知ることがで

きるのではないでしょうか。
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ガイドブックを読まれる皆さんへ

おかやまの文化財のキッズページでは、岡山県内の文化財を紹介しています。

岡山　文化財　キッズページ で 検
けんさく

索 して下さい。



大
おお

宮
みや

踊
おどり

（真庭市蒜山地域）

　蒜
ひるぜん

山地域で古くから行われきた素
そ

朴
ぼく

で優
ゆう

雅
が

な盆踊りです。中でも、８月１５日に福
ふく

田
だ

神
じん

社
じゃ

（別名：大宮様）で行われるものが最大で、いつしか「大宮踊」と呼ばれるようになり

ました。踊
おどりば

場中央に大
おおどうろう

灯籠をつるし、その下で輪になって踊ります。輪の中に音頭取り数

名と、太鼓叩きが位置します。踊り手は、ゆるやかなテンポの音頭にあわせて、その振り

は全身の動きに細やかに心を配りながらの大変美
うつ

しい型となっています。踊りは「あお

い」「しっし」「まねき」の３通りあり、踊りの最後の「まねき」の際には、「てんこ」と

呼ばれる仮
か

装
そう

した踊り手が登場し、観客の目を奪
うば

います。

国指定

重要無形民俗

文化財

盆踊り…お盆に先
せん

祖
ぞ

などの霊
れい

をなぐさめる供
く

養
よう

の行事として日本各地

で、地域ごとに広く伝えられていて、みなさんも地域や学校

の様々な場面で踊った経験があると思います。そのような意

味で、私たちにとって最も身近な民俗芸能の一つです。

用語
解説
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写真提供：真庭市教育委員会



酪農大学校

川上小

482中福田

簡易局

福田神社

旭川

322

川上局

周辺図
盆…先祖をおまつりする行事。現在

の暦では８月15日前後の時期

にあたります。

念仏踊り

　　…盆や仏事の時に、念仏を唱
とな

え

ながら鉦
かね

や太
たいこ

鼓を打ち鳴らし

て踊る民俗芸能。

用語解説

写真提供：真庭市教育委員会

［福田神社］

開催日：７月下旬〜８月下旬
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5

たか

田
た

神
じん

社
じゃ

獅
し

子
し

舞
まい

（津山市上横野）

　７１３年から行われてきたと伝わり、今からおよそ１５０年前から特に盛んになりました。

髙田神社の秋祭りに行われる獅子舞で、獅
し

子
し

株
かぶ

と呼ばれる二人の指
し

揮
き

者
しゃ

の指
さし

図
ず

によって、

雄
おす

と雌
めす

の獅子が笛
ふえ

と太
たい

鼓
こ

に合わせて勇
いさ

ましい舞
まい

をくり広げます。一頭につき１２人の青年が心

を合わせて舞い、これによって悪
あく

魔
ま

を追い払い

ます。それぞれの獅子の中には、中
ちゅうごし

腰で獅子頭

を使うものや、頭を高く差し上げる際の肩
かたぐるま

車役
やく

などが入ります。これほど大人数で舞う獅子は、

他の祭りにはなく、勇ましくて豪華です。

髙田神社横
野

川

345

478

68

一宮小

蟹

子

川

高田小

周辺図

写真提供：津山市教育委員会

開催日：７月最終日曜、10月第２日曜



写真提供：津山市教育委員会

　八幡神社（阿波）及び物見神社（加茂町物見）の秋祭りに、竹、木、色紙などで各地区

が製作した「花」（傘
かさ

形の一種の山
だ

車
し

）を青年達が持って練り歩き、御
ご

神
しんこう

幸に色を添
そ

えま

す。御
お

旅
たび

所
しょ

（神様が休む所）への御神幸が終わ

ると勇
いさ

ましい花の練
ね

り合
あ

い（行ったり来たりし

て進むこと）が始められ、参詣者は花の芯や柳

の枝を得ようとして一度集まって激しい練り合

いとなることから「けんか祭り」とも言われて

います。氏
うじ

子
こ

の豊かな実りへの感謝と、家内安

全を祈
いの

る素
そ

朴
ぼく

な信
しんこう

仰を表しています。

八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

及び物
もの

見
み

神
じん

社
じゃ

の花祭り
（津山市阿波大畑・加茂町物見）
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加

茂

川

物見神社

八幡神社

物見川

桜尾山

118

線
美

因

美作河井駅

阿波局

周辺図

開催日：【八幡神社】11月３日

　　　　【物見神社】10月第４日曜　　　　

県指定

重要無形民俗

文化財
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　いつから始まったかは分かりませんが、１７７０年の記録には祭りのことが書かれてい

ます。毎年１１月３日に、八幡神社を中心に近隣の５つの神社から７体の神
みこし

輿が参加し、

稲
いな

塚
づか

野
の

の御神事場で練
ね

り合
あ

う美作地方最大規模

の祭りです。練りには獅
し

子
し

舞
まい

、神輿練りなど伝

統的な形式を受け継いでいます。練りの後、神

輿７体の前で少女達巫
み

女
こ

による「浦
うらやす

安の舞
まい

」が

奉
ほうのう

納され、重々しく立
りっぱ

派な雰囲気を作り出しま

す。

写真提供：津山市教育委員会

新
にい

野
の

まつり（津山市新野山形）

勝北総合

スポーツ公園

新野小

八幡神社

勝北中

勝加茂小

勝北歴史民俗

資料館

348

415

53

御神事場

勝北支所

周辺図

開催日：11月３日

県指定

重要無形民俗

文化財
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吉
よし

念
ねん

仏
ぶつ

踊
おどり

（真庭市吉）

　８月１６日夜に、法
ほうふく

福寺
じ

本
ほんどう

堂の前で行われる先祖を供
く

養
よう

（亡くなった方の冥
めいふく

福を祈
いの

る）

する踊
おど

りです。保存会（「講
こうれんちゅう

連中」とも）の男性役２０人が輪になって跳
と

びます。羽
はおりすがた

織姿

の読み手が言い挙げる供養の唱えごとにあわせ、音
おん

頭
ど

取りがかけ声をかけ、鉦
かね

、鼓
つづみ

、サ

イハラ役が何度も繰
く

り返し跳びます。サイハラは、長さ１間
けん

（およそ１８０cm）の丸棒の

両
りょうはし

端に紙を房
ふさじょう

状に結びつけたもので、かけ声にあわせて２人が打ち合う動作を繰り返しま

す。盆踊りとなる以前の念
ねんぶつ

仏踊り（念仏に節
ふし

をつけて踊るもの）の様子を伝える貴重な踊

りです。　

30

30 370

370

429

旭川

旦土大橋

旭小

津田局

三休公園

法福寺

周辺図

開催日：８月16日　

写真提供：真庭市教育委員会

県指定

重要無形民俗

文化財
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　今からおよそ４００年前頃から始まったとされ、毎年１０月第１土曜日に行われる梶並

神社の秋祭り行事です。氏子の中から選ばれた「当
とうにんさま

人様」（生き神様）が、一定期間の肉

などを食べずに身を清める生活を続け、祭日の「宮
みやあが

上り」を迎えます。参道にひれ伏した

参拝者の背中を衣
い

冠
かん

装
しょうぞく

束に袴を着用した「当人

様」がまたいで通ります。「当人様」にまたい

でもらった人は無
むびょう

病息
そくさい

災、願
がんぼう

望成
じょうじゅ

就の御利益が

あると言われています。

開催日：10月第１土曜

写真提供：美作市教育委員会

梶
かじ

並
なみ

神
じん

社
じゃ

の当
とう

人
にん

祭
さい

（美作市梶並）

小房山▲

▲滝山

←美作IC

梶並小

能登香の里
キャンプ場

梶並神社

7

429

周辺図

県指定

重要無形民俗

文化財

写真提供：美作市教育委員会



獅子舞

　…正月やお祭りの時に行われる、

　　獅子頭を頭にかぶって舞う民俗

　　芸能です。疫病退治・悪魔払い

　　をするものとして人びとに広く

　　信じられてきました。

用語解説

天
あま

曳
びき

神
じん

社
じゃ

宮
みや

原
はら

獅
し

子
し

舞
まい

（美作市宮原）

　天曳神社の秋祭りで、美作市宮原地区から奉
ほうのう

納される獅
し

子
し

舞
まい

です。神
かぐら

楽や「継
つぎ

獅
じ

子
し

」

「祇
ぎ

園
おん

囃
ばやし

子」など１８種類の舞いを伝えており、囃
はやし

子、奴
やっこ

、お多
た

福
ふく

が登場して獅子をあし

らっています。

　およそ３００年前に播
はり

磨
まのくに

国赤
あこう

穂（兵庫県赤穂

市）から伝えられたといわれ、獅子舞の盛んな

美作東部（岡山県北東部）でも代表的な獅子舞

です。

吉野局

161

天曳神社

吉野川

5

周辺図

写真提供：美作市教育委員会

開催日：10月第２土・日曜

県指定

重要無形民俗

文化財
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　江戸時代の記録によれば「神
かみ

田
た

植
うえ

」とよばれており、毎年５月５日に布施神社の境内で

行われる豊作を祈
いの

る祭りです。「荒
あら

起
お

こし」「しろかき」「くわじろ」「田植え」の神
しん

事
じ

が繰

り広げられ、最後に殿
とのさま

様と従
じゅうしゃ

者（福太郎）が登場して、おもしろいしぐさを演
えん

じます。殿様

と福太郎のかけあいがくり広げられ、見物人は笑いに包
つつ

まれます。しかし、殿様は決して

笑いません。「殿様が笑うと、その年は不作になる」と言われているからです。

布
ふ

施
せ

神
じんじゃ

社のお田
た

植
うえ

祭
さい

（苫田郡鏡野町富西谷）

布施神社

富局

富小

富中

目
木

川

327

56

富駐在所

周辺図

開催日：５月５日

写真提供：鏡野町教育委員会

写真提供：鏡野町教育委員会

県指定

重要無形民俗

文化財
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　奈
な

義
ぎ

山
さん

の辺りは古くから横
よこぜん

仙地方とよばれ、江戸時代末期（今から約２００年前）から

盛
さか

んに農村の楽しみとして地下芝居（地元の人々が行った素
しろうと

人芝居）が演
えん

じられてきまし

た。兵庫県の播
ばんしゅう

州歌
か

舞
ぶ

伎
き

などを地方の人々がまねてはじめたとされています。そして、

源
みなもとのよしつね

義経伝
でんせつ

説を題
だいざい

材とした「義
よしつね

経千
せんぼん

本桜
ざくら

」など多くの芝居が上演されました。地元の振
ふりつけ

付師
し

の指導のもと、囃
はやし

子、義
ぎ

太
だゆう

夫、役者も地元の保存会で担当し、芸を磨くとともに、県内外

への出張公演や、こども歌舞伎教室などの後継者の育成にも積極的に取り組んでいます。

写真提供：奈義町教育委員会

横
よこ

仙
ぜん

歌
か

舞
ぶ

伎
き

（勝田郡奈義町豊沢・中島東）

高

殿

川

51

353

53

奈義小

奈義中

奈義町文化センター

松神神社

奈義町役場

周辺図

開催日：【松神神社】春

　　　　【奈義町文化センター】11月下旬

県指定

重要無形民俗

文化財
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写真提供：奈義町教育委員会



　毎年４月の第３日曜日に行われる浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

を開いた法
ほうねん

然上人（１１３３〜１２１２）の父漆
うる

間
ま

時
ときくに

国と母秦
はたうじのきみ

氏君を供養する伝統行事です。１７００年に再興したという寺の記録があるこ

とから、それ以前にも行われていた祭りと考えられます。

　誕生寺本堂を “極
ごくらくじょうど

楽浄土（仏のいる世界）” に、門前３００ｍに位置する娑
しゃ

婆
ば

堂
どう

を “現
げん

世
せ

（この世）” にたとえて、二十五菩薩と天
てん

童
どう

（お稚児）を従
したが

えた法然上人の両親の像を極楽

浄土へお迎えするという厳
げんしゅく

粛な儀式です。

写真提供：スタジオ トリトン

誕
たん

生
じょう

寺
じ

廿
にじゅうご

五菩
ぼ さつ

練
ねり

供
く

養
よう

（久米郡久米南町里方）

誕生寺小

誕生寺駅

53

376誕生寺

誕生寺局

誕生寺池

津
山
線

周辺図

開催日：４月第３日曜

県指定

重要無形民俗

文化財
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　日でりの時に佛
ぶっきょう

教寺
じ

境
けいだい

内の龍
りゅうおうどう

王堂に雨
あま

乞
ご

い祈願をし、慈
いつく

しみの雨が降ったことに感
かんしゃ

謝す

る踊りです。１６３６年の干ばつの時、当時の

津山藩の殿
とのさま

様　森
もりなが

長継
つぐ

の時から始まったとされ

ています。踊りは、佛教寺周辺の檀
だん

信
しん

徒
と

の男性

によって行われ、踊り手と太鼓打ちは、とも

に女装してゆったりとした踊りを繰り返します。

そして、踊りの合い間には勇
いさ

ましいな棒
ぼうじゅつ

術が披

露されます。

バンバ踊
おどり

（久米郡久米南町仏教寺）

弓削駅

佛教寺

弓削小

久米南町役場

道の駅

くめなん

53

誕
生
寺
川

弓削局

周辺図

写真提供：久米南町教育委員会

開催日が不定のため

佛教寺にお問い合わせください。

県指定

重要無形民俗

文化財
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開催日：境 神 社　10月第２月曜

　　　　八幡神社　10月第２日曜

　１６８５年に八幡神社で獅子舞が奉
ほうのう

納（神や仏にさしあげる）されたことをきっかけに、

両神社の秋祭に、豊かな実りや病気などせずに過ごすことなどを祈
いの

って奉納される獅子舞

です。境神社の獅子は雌
めす

、八幡神社のものが雄
おす

となっています。境神社の雌は６種類の舞

いを優
ゆう

雅
が

に舞い、八幡神社の雄は５種類の舞を

ダイナミックに舞います。獅子舞の警護役と

して、「宮
みや

棒
ぼう

」と呼
よ

ばれる竹内流の棒術がつき、

前座として披露されます。

境
さかい

神
じん

社
じゃ

及び八
はち

幡
まん

神
じんじゃ

社の獅
し

子
し

舞
まい

（久米郡美咲町境、美咲町大垪和西）

70

373

八幡神社

境神社

周辺図

写真提供：美咲町教育委員会［境神社］
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写真提供：美咲町教育委員会

［境神社］

［八幡神社］

70

70

373

境公民館

久米南町↓

境神社

境神社周辺図

451

373

和田北公民館

大垪和西
棚田公園

八幡神社

八幡神社周辺図
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美作の護
ご

法
ほう

祭
さい

　清
せい

水
すい

寺
じ

護
ご

法
ほう

祭
さい

・二
ふた

上
がみ

山
さん

護
ご

法
ほう

祭
さい

（久米郡美咲町両崎・久米南町上籾）

　清
せいすい

水寺
じ

（毎年８月１５日深夜）、二上山両
りょうざん

山寺
じ

（毎年８月１４日深夜）に行われます。両

山寺の記録によれば、１２７５年に始まったとされています。いずれの祭りも、７日間に

わたって身を清めたゴーサマ（護法実）に護
ご

法
ほう

善
ぜん

神
しん

（仏などを守る神）が乗りうつると、鳥が

飛ぶように両手を広げて境内を飛び回り、豊か

な収穫などを祈ります。いずれの祭りも、山
やま

伏
ぶし

（山に入って修行する人）の行事としての古い

形をよく伝えていて、貴
き

重
ちょう

です。

二上山

高坊山

70

373

両山寺

清水寺

周辺図

写真提供：美咲町教育委員会写真提供：久米南町教育委員会

開催日：【清水寺】８月15日

　　　　【二上山】８月14日

県指定

重要無形民俗

文化財

［清水寺］ ［二上山］



田熊の舞台 松神神社歌舞伎舞台
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　奈義町の横仙歌舞伎などで芝居がさかんだった美作東部（岡山県北東部）には、

人々が地
じ

下
げ

芝居（地元の人々が演
えん

じる素
しろうと

人の芝
しば

居
い

）を舞
ま

うための舞台が建てられ、

現在も各地に残っています。

　国指定、県指定の文化財になっている舞台では、今も地域の人々の地下芝居が

演じられています。松
まつがみ

前神社や田
たのくま

熊の舞台は、廻
まわ

り舞台（舞台の中央を回転させ

て、場面を変える仕
し

組
くみ

）の仕掛けも残っており、当時の人々の地下芝居にかける

情熱を感じることができます。

名　　称 所　　在　　地 指　定

1 田熊の舞台 津山市田熊 国

2 松神神社歌舞伎舞台 勝田郡奈義町中島東 県

3 八幡神社の歌舞伎舞台 久米郡美咲町大垪和西 県

美
みまさか

作地
ち

方
ほう

に残る舞
ぶ

台
たい

についてコラム

八幡神社の歌舞伎舞台




